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円グラフ
各部分の全体に対する割合を表す。

各部分ごとの現状を示すのに適している。

円の大きさで総合計を表している。

単独で使うことが多い。

量の比較

帯グラフ
各部分の全体に対する割合を表す。

各部分間の比較をする場合に適している。

割合の比較

円グラフと帯グラフ。よく似ているけれど、ちがいがある。
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円の大きさで生産額を表している円グラフ

           ※ある程度比較ができる。
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輸入額が 2 倍以上ちがうが、同じ大きさの円でかいている。

帯グラフにかいた方が、適していると考えられる。

割合のグラフではあるが、帯グラフではない。


